
名　称

代表者

住　所

　

令和６年度　　指定管理者モニタリングレポート

担当部課
（問合せ先）

丹波篠山市北新町９７番地

丹波篠山市大正ロマン館

丹波篠山市北新町９７番地

　本施設の管理運営業務の確認については、事業報告書、実地調査、指定管理者
へのヒアリング等により把握しました。
　また、施設の設置目的、指定管理者の選定時に用いた選定基準等に示された項
目ごとに、次葉のとおり、具体的な業務の履行状況等についての確認結果をコメン
トしたうえで「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」を
記載しました。

施設名

指定管理者

所在地

指定管理者管理期間 令和3年4月1日から令和8年3月31日（5年間）

モニタリングの
実施方針・
方法・回数等

観光交流部　商工観光課
ＴＥＬ：０７９－５５２－６９０７
E-mail　　kanko_div@city.sasayama.hyogo.jp

◆モニタリングの総合コメント

　丹波篠山市大正ロマン館は、数少ない大正時代の建築物を保存し広く交流の場として積極的な利活用
を図るため、平成５年に旧篠山町役場を改装し、オープンしました。平成２８年２月には市の景観重要建造
物に指定され、令和５年の大規模リニューアル工事を経て、城下町地区における観光拠点施設としてその
役割を果たしており、指定管理者への委託による効率的な経営を意識して運営を行っています。
　事業は、特産物を中心としたお土産物の「物販事業」と「マールコッテ」という飲食店による「飲食事業」で
す。

　コロナ禍を機に、持続可能な経営を行うため量から質への転換と、継続して特産品を活用したOEM商品
の開発、有機栽培で育てられた農産品を使用した商品の新規取引、既存商品のブラッシュアップ及び品
質の向上を図り、季節に応じた料理提供やテイクアウトメニューの強化を図りながら施設の管理運営を進
めてきました。
　人件費・光熱費等の経費の値上がりの影響はありましたが入込数、売上は増加し、営業利益については
黒字となりました。

　また、法令等の順守や危機管理体制の確立など、施設管理にかかる基本的事項はクリアしているととも
に、仕様書等に定める業務についても厳正かつ適正に実施されていることから、施設の管理に関しては
良好であると評価します。

　丹波篠山市・観光協会・商工会と連携をとりながら、市内観光の核施設としての役割を果たし、黒豆・栗・
コシヒカリ米・大納言小豆・地酒・丹波焼などのブランド力のある豊富な特産品及び特産加工品を引き続き
強化販売されています。特に物販販売においては以前からOEMで自社ブランド化された商品を積極的に
販売し、他店との差別化を図る努力をされています。　飲食部門においては、見た目の華やかさや手軽
さ、SNS映えを意識し、特産品を利用したワンプレート料理を提供し、好評を得ているほか、テイクアウト商
品を中心に幅広い世代に受け入れていただけるスイーツの販売を行い、より多くのお客様にお越しいただ
ける運営をされています。
　近隣に観光案内所があるものの、観光客が多く訪れる同館においても積極的な観光案内や情報提供を
行う必要があります。春には桜や丹波茶、夏にはデカンショ祭に関連した装飾をされていますが、より多く
の方々に支持され、魅力のある施設を目指します。

株式会社　丹波篠山大正ロマン館

圓増　亮介

◆今後の業務改善に向けた考え方



事業収支

●経済性

●危機管理体制の確保（災害等緊急時の対応、苦情対応等）

●市民サービスの向上につながる質の高い管理運営（平等利用、利用促進等）

●管理運営方針（施設の設置目的と市の管理運営方針との整合性）

　「大正時代の建築物を保存し、広く交流の場として積極的な利活用を図る」といった目的に関しては、来
館者が気軽に利用できるよう、可能な限り営業を行うとともに、前述のとおり施設点検を確実に実施するな
ど、適切な運営が行われています。
　また、管理業務仕様書の内容についても概ね実施されており、その整合は図られていると考えます。

●費用対効果の観点等から、効率的な管理運営（収支計画の適格性、効率的な維持管理）

収支計画
　秋の繁忙期を中心に多くの観光客の方にお越しいただき、物販・飲食ともに計画を上回る黒字決算とな
りました。今後も、利用者の増加に向けた新たな企画が望まれます。

維持管理
　保守点検等については、年1回休業中に、専門業者による確実な点検が行われています。

●法令・条例等の適切な運用状況

　１　施設の運営に必要な許認可の取得状況及び許可期間（期限）の状況
　　　　飲食店営業許可（許可R4.7.21、期限R10.8.31）
　　　　飲食店営業（露店80L）許可（許可R5.1.23、期限R10.2.29）
　　　　酒類販売管理者（研修受講R7.3.12、期限R10.3.11）

　２　条例に規定されている事項の運用状況（利用料金等の単価、開館時間等）
　　　　利用料金の収受無し
　　　　開館時間、休館日はHPで確認

　３　条例に定める事項以外の利用方法がある場合には、その許可日、内容
　　　　該当なし

業務内容

　長期借入金については、返済計画通り返済が進んでおり問題ないと考えます。

団体の経営状態

●経営の健全性

　買い物、飲食客だけでなく、休憩やトイレ利用のみの利用者も受け入れるなど、開かれた公共施設として
利用者へのサービスは十分に提供されています。また、消耗品であるストロー、使い捨てスプーン、マド
ラーなどの安価なプラスチック製品の使用を避けて、間伐材を使用したものに変更するなど国際社会共通
の目標としているSDGｓの取り組みも継続して行われています。　さらに、物販販売で使用するレジ袋にお
いても新たにオリジナルのバイオマス袋を製作し、環境に対する意識が高いと感じられます。レストランで
は市内産の食材を用いたワンプレート料理を提供し、売り上げに貢献しています。

　提出された財務状況について、財務諸表等を確認したところ、特に大きな課題・問題がないとともに、黒
字決算で経営は健全であると考えます。
　また、財務指標にも特に問題はないと考えます。

　災害時等の訓練を実施するとともに、緊急時の連絡体制が確立されています。
　お客様の相談等の対応に関しては、迅速かつ適切に対応ができています。



１．施設の概要 令和6年度

２．運営状況

３．利用実績

平均
利用率

丹波篠山市大正ロマン館条例（平成11年4月1日　条例第176号）

テイクアウト

延べ
利用者数

実施内容
（事業報告書）

1,557.8

実施計画

-

開館日数

開館時間

実施内容
（事業報告書） 計画対比

延床面積（㎡）

木造平屋建

・観光情報及び飲食の提供
・特産品、名産品等の展示及び販売
・芸術及び文化の高揚

施　設　概　要　調　書

所管課：

設置年月日：

商工観光課

平成５年６月

事業概要

設置目的

敷地面積（㎡）

数少ない大正建築物を保存し、広く交流の場として積極的な利活用を図る。

項目

施設の概要

計画対比

平均 -

-

-399 人

項目

544.61

設置の根拠
（法令、条例等）

設備の概要

計 128,179 人 -

51,498 人 -

-

施設名

所在地

丹波篠山市大正ロマン館

丹波篠山市北新町９７番地

事業開催

321

レストラン

・飲食メニュー強化
・OEM商品開発強化

10：00～17：00

土産物 - 65,218 人 -

99.7%

11,463 人

実施計画

-

322

10：00～17：00

・飲食メニュー強化
・OEM商品開発強化



４．事業収支 （単位：円、％）

一般管理費 0 50,000 -

支出計（Ｂ） 65,686,000 69,112,553 105.2%

収支（Ａ）－（Ｂ） 6,778,991 7,318,382 108.0%

減価償却費 990,000 739,569 74.7%

衛生費 1,300,000 1,239,590 95.4%

雑費 20,000 48,450 242.3%

支払い報酬 187,000 132,000 70.6%

会議費 6,000 5,000 83.3%

容器梱包費 350,000 74,735 21.4%

支払手数料 2,400,000 2,798,266 116.6%

クレジット手数料 1,900,000 2,449,073 128.9%

保守管理費 210,000 304,150 144.8%

研修費 0 4,000 -

諸会費 225,000 190,216 84.5%

租税公課 6,000,000 6,130,702 102.2%

リース料 500,000 344,064 68.8%

地代家賃 400,000 308,950 77.2%

保険料 410,000 398,107 97.1%

備品消耗品費 3,700,000 4,286,820 115.9%

事務用消耗品費 380,000 155,700 41.0%

車両費 0 0 -

通信費 180,000 148,087 82.3%

水道光熱費 4,000,000 3,283,151 82.1%

修繕費 250,000 331,953 132.8%

接待交際費 140,000 154,028 110.0%

通勤手当 570,000 729,865 128.0%

その他旅費交通費 240,000 15,230 6.3%

販売促進費 70,000 10,000 14.3%

荷造り運賃 1,100,000 886,887 80.6%

広告宣伝費 250,000 407,548 163.0%

売上原価 97,535,009 108,091,402 110.8%

売上総利益（Ａ） 72,464,991 76,430,935 105.5%

人件費 39,908,000 43,486,412 109.0%

100.0%

仕入れ高 97,475,000 109,311,065 112.1%

期末商品 4,100,000 5,379,672 131.2%

期首商品 4,160,009 4,160,009

自主事業収入 0 0 -

指定管理料 0 0 -

利用
料金収入

土産物 125,000,000 140,079,218 112.1%

飲食 45,000,000 44,443,119 98.8%

項目 実施計画 計画対比

108.5%収入計 170,000,000 184,522,337

実施内容
（事業報告書）



４－２．事業収支（簡略版） （単位：円、％）

指定管理料

利用料金収入 108.5%

自主事業収入 0 0

収入計（Ａ）

指定事業費

うち、売上原価 97,535,009 108,091,402

0 0 -

170,000,000 184,522,337

-

その他収入 0 0 -

170,000,000 184,522,337 108.5%

項目 計画対比実施計画
実施内容

（事業報告書）

163,221,009 177,203,955 108.6%

うち、人件費 39,908,000 43,486,412 109.0%

163,221,009 177,203,955 108.6%

6,778,991 7,318,382 108.0%

110.8%

うち、管理費 25,778,000 25,626,141 99.4%

自主事業費 0 0 -

支出計（Ｂ）

収支（Ａ）－（Ｂ）


